
 
 

 

 

 

 

逆風を生かして 

 校 長 三 好 正 浩 

春を待つ息吹が校庭の至る所で見られるようになってきました。人には、まだまだ寒い

としか感じられないこの時期でも、生き物たちは近づく春をしっかり感じ取っているよう

です。 

さて、中国で行われていた冬季オリンピック。日本の選手の活躍は、多くの人に感動を

与え、閉幕を迎えました。この大会に出場がかなわなかった選手がいました。かつて、長

い間挫折を味わってきたその選手は、ソチオリンピックで、４１歳にして漸く銀メダルを

獲得しました。レジェンドと称されたその選手が若い頃から挑み続けたのは、スキーのジ

ャンプ競技でした。そのジャンプ競技は、私たちの人生と何か似たようなとこらがあるよ

うな気がします。刻々と変わる風向きは、時代とともに変化する社会のようであり、ジャ

ンプ台に吹きつける強い風は、あたかも人生にはだかる試練のようです。目まぐるしく変

化する風向きと強風の中で、ジャンプの飛距離を伸ばさなければならないように、私たち

も時代とともに移りゆく社会の中で、多くの試練を乗り越えていかなければなりません。

自分の前に飛んだ選手と同じ飛び方をするだけでは、遠くに飛べないように、過去に学び

つつ、時代の風向きを捉える目を、しっかりともたなければなりません。もしも、運悪く、

空中で急に強い横風にあおられたら、バランスをうまくとらなければ無事に着地できませ

ん。人生にも時折、強い横風が吹きつけることがあります。思いもよらない出来事にもし

っかりと立ち向かえる体力と精神力がなければ、挫折を乗り越えて、立ち上がることさえ

できなくなってしまいます。しかし、このジャンプ競技は、もう一つ、大きな特徴があり、

正面から吹いてくる逆風をうまく捉えれば、大きな飛躍ができるということです。これか

らの時代を生きる子供達にも、逆風を生かしていける力を育んでいきたいと考えています。 
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